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平成２８年第２回京丹波町議会定例会（第１号） 
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開会 午前 ９時００分 

○議長（野口久之君） それでは、改めまして、おはようございます。本日は大変お忙しい中、

定刻にご参集いただき、ありがとうございます。 

  ただいまの出席議員は１６名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２８年第２回京丹波町議会定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

《日程第１、会議録署名議員の指名》 

○議長（野口久之君） 日程第１、会議録署名議員の指名をします。 

  会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、７番議員・山下靖夫君、８番議

員・原田寿賀美君を指名します。 

 

《日程第２、会期の決定》 

○議長（野口久之君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から６月１７日までの１５日間といたしたいと思います。これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（野口久之君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から６月１７日までの１５日間と決しました。 

  会期中の予定については、事前に配付の会期日程表のとおりであります。 

 

《日程第３、諸般の報告》 

○議長（野口久之君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  本定例会に町長から提出されています案件は、承認第４号ほか３件です。後日、町長から

追加議案の提出があります。 

  提案説明のため、町長ほか関係者の出席を求めました。 

  ６月１日に議会運営委員会が開催され、本定例会の運営等について協議いたしました。 

  議会広報特別委員会には、議会だより第４８号を発行いただきました。 

  本定例会までに受理した陳情書をお手元に配付しております。また、京丹波町監査委員よ

り例月出納検査結果報告がありましたので、お手元に配付しております。 



 

－５－ 

  京丹波町ケーブルテレビの自主放送番組録画放送のため、本定例会のビデオカメラによる

撮影・収録を許可しましたので、報告いたします。 

  本日、本会議終了後、議員控室において、議会広報特別委員会が開催されます。委員の皆

さんは大変ご苦労さまですが、よろしくお願いをいたします。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

《日程第４、行政報告》 

○議長（野口久之君） 日程第４、行政報告を行います。 

  寺尾町長。 

○町長（寺尾豊爾君） 皆さん、おはようございます。 

  本日ここに、平成２８年第２回京丹波町議会定例会をお願いいたしましたところ、議員各

位におかれましては、公私何かとご多用の中、ご参集いただきまして、まことにありがとう

ございます。 

  また、日頃、議員各位には、円滑な町政の推進にご支援、ご協力をいただいておりますこ

とに、厚く御礼を申し上げます。 

  初めに、４月１４日以降、熊本県を中心に発生しました地震によりお亡くなりになられま

した方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、今もなお被災され避難所生活を余儀なくさ

れておられる方々にお見舞いを申し上げます。一日も早い復旧・復興が進みますように願う

ものであります。 

  さて、本年度も穏やかに推移しておりますが、町内各地でも田植え作業も順調に進み、一

区切りを迎えようとしております。 

  また、町の特産品であります黒大豆を初めとする畑作物の作付準備も進んでおります。こ

のまま順調に作物が育ち、実りの秋を迎えられることを願うものであります。 

  国におきましては、これまで３年間にわたるアベノミクスにより、日本の経済は好循環を

示し、企業収益が伸び、これが雇用や賃金に回り、失業率も減少したとの観測が示されてお

ります。しかしながら、零細企業が多い本町におきましては、国が示すほどの改善は感じら

れません。 

  また、私たちの生活におきましても、個人消費の伸びは実感できず、豊かな生活の実現に

は時間がかかるものと考えているところであります。 

  京都府において、事業が進められておりました京都トレーニングセンターがこのほど完成

し、６月１８日には竣工式が開催される運びとなっております。京丹波町産の木材をふんだ
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んに使用し整備されましたことは、森林資源の活用に取り組んでいます本町にとりましても、

大変意義深いものと考えております。このトレーニングセンターを中心として、丹波自然運

動公園の施設の活用によるスポーツの振興と競技力の向上に向け、京都府を初めとする関係

機関とさらに連携を深めてまいりたいと考えております。 

  合併後１０年が経過し、本町を取り巻く情勢は急速に変化しております。これからの１０

年、２０年先を見据え、私が就任当初から取り組んでまいりました「安心」で「活力」があ

って「愛」のあるまちづくりをさらに強固なものとするため、予算措置を行いました各種事

業をしっかりと実行、推進してまいりたいと考えております。 

  まず、地域医療の充実では、京丹波町病院を核として、関係医療機関との連携による医療

体制の充実と基本健診の受診から健康指導までのサポートによる健康長寿のまちを目指しま

す。 

  さらには、地域と一体となった見守り活動による顔が見える地域福祉づくりを構築してま

いります。 

  次に、消防防災体制の整備強化による災害に強いまちづくりでは、昨年度に整備を行った

移動系デジタル防災行政無線を活用しまして、無線による災害現場からの情報収集や活動伝

達体制を構築するとともに、住民避難訓練等の継続的な実施により防災意識の高揚を図り、

地域における自主防災活動への取り組みを支援してまいります。 

  また、原子力防災におきましては、京都府とＵＰＺ圏内の関係７市町でつくる地域協議会

におきまして、原子力発電所の安全性やこれからのエネルギー政策に関し、事業者である関

西電力や国に対して、住民の皆さんに理解していただける具体的な説明を求めていきたいと

考えております。 

  次に、農林業振興についてでありますが、主要施策として取り組んでおります有害鳥獣対

策につきましては、これまでの実証実験の成果をいかし、多様な捕獲活動を実践するととも

に、被害防止のための防除施設設置や新規狩猟者への免許取得助成など、防止対策と捕獲対

策両面の強化を図ってまいります。 

  また、鳥インフルエンザ発生農場跡地の利活用につきましては、映画のロケ地への活用に

向け、地元地域と連携しながら進めてまいります。 

  次に、新庁舎の整備についてでありますが、現在、新庁舎建設基本計画を策定するための

審議会設置に向けて調整中であります。まちの防災拠点、町民が集い、交流が図れるまちの

拠点として速やかに基本計画を策定し、事業化を図ってまいりたいと考えております。 

  次に、幼児教育・保育の充実についてでありますが、豊かな人生・幸せな人生を歩んでい
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くためには、幼児教育・幼児保育が重要であると認識しております。次代を担う子どもたち

の健やかな成長への支援をしっかりと行ってまいります。 

  また、本年度から教育委員会内に認定こども園建設推進室を設置したところであります。

就学前教育、保育課程、職員数や配置、定員等の運営、施設の建設に向けまして、具体的な

検討を進めてまいります。 

  次に、森の京都関連施策についてでありますが、本年１０月９日には、第４０回全国育樹

祭式典行事が南丹市において開催されます。京都府及び関係市町では、平成２８年度を森の

京都ターゲットイヤーとして、年間を通じて森の魅力を体感し、森の文化の理解を深める交

流型イベントを開催します。 

  また、本町独自の取り組みとして、森林資源を活用した木のぬくもりを感じる豊かな暮ら

しを推進する施策として、新生児への「京丹波ぬく森のイス」プレゼントや薪ストーブ購入

補助などの事業を継続するとともに、木質バイオマスを中心とした資源循環型システムの構

築を目指し、地域モデルとしての木質バイオマス熱利用施設の整備工事に着手します。 

  次に、地方創生に係る取り組みでありますが、本年３月の定例会におきまして、お認めい

ただきました地方創生加速化交付金を活用した町創生戦略に基づく事業は、翌年度に事業を

繰り越した上で事業着手に向け準備を行っております。各種事業を実施することで仕事づく

りや人材の確保、まちのにぎわいの創出など、一億総活躍社会の実現に向けての取り組みを

進めてまいりたいと考えております。 

  また、本年度の新型交付金である地方創生推進交付金は、本格的な地方版総合戦略の推進

に向け、地方創生の深化のために創設されたものであり、本町におきましても先駆的な事業

展開を図るため活用することとし、今回の６月議会に予算計上させていただいております。 

  最後に、出納閉鎖を迎えました平成２７年度の各会計決算見込みでありますが、一般会計

では歳入１１９億３，０００万円、歳出１１４億２，０００万円、収支は５億１，０００万

円となり、翌年度、繰越財源を差し引いた実質収支では、３億１，０００万円程度の黒字決

算の見込みとなりました。 

  また、今年度実質収支から前年度実質収支を差し引いた単年度収支は、２億５，０００万

円の黒字となる見込みであります。 

  また、特別会計では、歳入７５億円、歳出７４億円、実質収支は１億円を見込むところで

ありまして、まずは健全な姿での決算が見込まれますことを報告させていただきます。 

  なお、病院事業会計につきましては、現在調製中でありますので、後日報告させていただ

きます。 
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  今後とも引き続き業務の効率化と適正な予算執行に努め、さらなる財政の健全化に取り組

んでまいりますので、ご理解いただきますようにお願い申し上げます。 

  以上、行政報告といたします。 

○議長（野口久之君） 以上で行政報告を終わります。 

  お諮りします。 

  ただいまから上程になります日程第５、承認第４号 京丹波町税条例等の一部を改正する

条例の制定についてから日程第８、議案第５５号 平成２８年度京丹波町一般会計補正予算

（第１号）までの議案につきましては、本日は提案理由の説明のみとし、質疑、討論、採決

は後日の日程としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（野口久之君） 異議なしと認めます。 

 

《日程第５、承認第４号 京丹波町税条例等の一部を改正する条例の制定について～日程第８、

議案第５５号 平成２８年度京丹波町一般会計補正予算（第１号）》 

○議長（野口久之君） これより日程第５、承認第４号 京丹波町税条例等の一部を改正する

条例の制定についてから日程第８、議案第５５号 平成２８年度京丹波町一般会計補正予算

（第１号）までを一括議題とします。 

  町長の提案理由の説明を求めます。 

  寺尾町長。 

○町長（寺尾豊爾君） それでは、本日、提案させていただきます議案につきまして、その概

要を説明させていただきます。 

  承認第４号 専決処分の承認を求めることにつきましては、地方税法の一部を改正する法

律の施行に伴い、本町税条例等の一部を改正する条例を専決処分いたしましたので、議会の

承認をお願いしております。 

  再生可能エネルギー発電設備に係る地方税法の改正に伴い、所要の改正を行うものであり

ます。 

  承認第５号 専決処分の承認を求めることにつきましては、行政不服審査法の施行に伴い、

本町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例を専決処分いたしましたので、議

会の承認をお願いしております。 

  引用条項の表現について整理を行うなど、所要の改正を行うものであります。 

  承認第６号 専決処分の承認を求めることにつきましては、地方税法の一部を改正する法
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律の施行に伴い、本町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を専決処分いたしましたの

で、議会の承認をお願いしております。 

  国民健康保険税の賦課区分のうち、医療給付費分に係る課税限度額を５２万円から５４万

円に、後期高齢者支援金分を１７万円から１９万円に、それぞれ引き上げるものであります。 

  また、低所得者の国民健康保険税の負担軽減を図るため、５割軽減及び２割軽減の対象と

なる世帯の軽減判定所得基準の見直しを行うものであります。 

  議案第５５号 平成２８年度京丹波町一般会計補正予算（第１号）につきましては、補正

前の額１１５億２，０７０万円に今回２，６６８万２，０００円を追加し、補正後の額を１

１５億４，７３８万２，０００円とすることをお願いしております。 

  今回の補正予算は、新たに取り組む事業を含め、事業の執行上必要とするものに限り、予

算の補正をさせていただくものであります。 

  主な補正内容でありますが、総務費では森の京都推進事業として、本町の豊富な資源であ

る森を通して、心豊かな人材の育成を図ることを目的として実施されます「森の学び講演

会」の開催に６０万円。コミュニティ助成事業では、質美下村区公民館新築事業への補助金

に１，５００万円。地域資源活用推進事業では、地方創生推進交付金活用事業として、家畜

ふん尿によるメタン発酵施設の導入可能性調査委託料などに４０８万６，０００円。農林水

産業費では、明日の「京都村」づくり事業として、加工施設改修等整備への補助金に５６０

万円。教育費では、海洋センター維持管理事業として、カヌー艇庫のテラス手すり等設置工

事などに１０１万４，０００円を計上しております。 

  以上、提案理由の説明とさせていただきます。ご審議賜りまして、原案に賛同いただきま

すように、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（野口久之君） 補足説明を担当課長に求めます。 

  議案の説明は日程順にお願いをいたします。 

  松山税務課長。 

○税務課長（松山征義君） おはようございます。 

  それでは、承認第４号 京丹波町税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求め

ることにつきまして、補足説明をさせていただきます。 

  今回の専決処分につきましては、地方税法の一部を改正する法律が平成２８年３月３１日

に公布されたことに伴いまして、施行期日を平成２８年４月１日とする必要のある部分につ

いて措置をさせていただいたものでございます。 

  まず、地方税法の改正の概要につきまして、ご説明を申し上げます。 
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  今回の税制改正において、経済の好循環を確実なものとするため、また、地方創生の推進

を図るために、地方法人課税の偏在是正に向けた措置を初め、車体課税の見直し等、税制上

必要な措置が講じられたことに基づき、法改正が行われたところであります。 

  それでは、町税条例の改正の内容につきまして、その概要を新旧対照表によりご説明申し

上げます。 

  まず最初に、新旧対照表１ページをごらんください。 

  第１８条の２につきましては、行政不服審査法の改正に伴いまして、規定における文言に

ついて整理を行うものであります。 

  次に、新旧対照表１ページから３ページをごらんください。 

  第５６条並びに第５９条につきましては、固定資産税の非課税に係る申告等について定め

ているものでございますが、地方税法の改正に伴いまして、同様に規定に明記されている適

用条項の追加、並びに対象法人の名称等につきまして所要の整理を行うものであります。 

  次に、新旧対照表３ページ、附則第１０条の２をごらんください。 

  法改正に基づきまして、固定資産税の課税標準の特例措置を規定に定めるものでございま

す。再生可能エネルギー発電設備に係る地方税法の改正に伴いまして、同様に規定に明記す

るなど、所要の整理を行うものであります。 

  次に、４ページをごらんください。 

  附則第１０条の３につきましては、新築住宅等に対する固定資産税の申告について定めて

いるものでございますが、今回の法改正に伴いまして、条例中における記載事項の追加など、

所要の整理を行うものであります。 

  最後に、５ページから７ページでございます。 

  第２条関係でございます。 

  附則第５条につきましては、たばこ税に関する経過措置を定めたものであります。条文に

おける適用条項並びに文言表現等について、所要の整理を行うものであります。 

  なお、今回の専決以外の地方税法改正に係る税条例の改正につきましては、以後の定例会

におきまして、ご提案をさせていただく予定といたしております。 

  以上をもちまして、承認第４号の補足説明とさせていただきます。ご承認賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、承認第５号 京丹波町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例

の専決処分の承認を求めることにつきまして、補足説明を申し上げます。 

  固定資産評価審査委員会は、納税者から不服があるとして審査申し出を受けた固定資産課
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税台帳に登録された価格に関して、審査決定するために地方税法に基づき設置される機関で

あります。 

  今回の改正につきましては、行政不服審査法が平成２６年６月１３日に、また、行政不服

審査法施行令並びに同審査法の施行期日を定める政令が平成２７年１１月２６日に交付され、

平成２８年４月１日から施行されることが定められたことに伴いまして、新たに国から示さ

れました準則に基づきまして、規定の整備を行うものでございます。 

  それでは、改正の内容につきまして、その概要を新旧対照表によりご説明申し上げます。 

  初めに、新旧対照表１ページをごらんください。 

  第１条関係、第１０条第１項についての調書につきましては、調書作成に係る引用条項の

表現について整理を行うものであります。 

  次に、第２条関係でございます。 

  新旧対照表２ページをごらんください。 

  附則第２条につきましては、本条例の適用に係る文中表現につきまして、文言等、所要の

整理を行うものでございます。 

  なお、施行期日につきましては、平成２８年４月１日であります。 

  以上、簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご承認賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（野口久之君） 長澤住民課長。 

○住民課長（長澤 誠君） それでは、承認第６号 京丹波町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の専決処分の承認を求めることにつきまして、補足説明を申し上げます。 

  この条例改正につきましては、地方税法の一部を改正する法律が平成２８年３月３１日に

交付され、平成２８年４月１日から施行されることに伴いまして、本町の国民健康保険税条

例の一部を改正する条例の専決処分を行ったものでございます。 

  今回の改正内容は、町長の説明にもありましたように、医療給付費分に係る課税限度額を

５２万円から５４万円に、後期高齢者支援金分を１７万円から１９万円にそれぞれ引き上げ

るものであり、国保税全体の賦課限度額は従前の８５万円から４万円引き上げて８９万円と

なります。 

  なお、介護納付金分は１６万円で変更はございません。 

  また、均等割額及び平等割額、いわゆる応益分国保税の５割軽減・２割軽減におきまして

は、軽減判定所得の要件が拡大されるものでございます。 

  具体的には、新旧対照表によりご説明させていただきますので、３枚目の横長の表をごら
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んください。 

  まず、第２条関係でございますが、第２項につきましては、医療給付費課税額について規

定しており、世帯主等につき算定した所得割額、資産割額、均等割額、平等割額の合計額と

することになっておりますが、その額については、その合計額の限度額を５２万円から５４

万円に引き上げるもの。 

  また、第３項として、後期高齢者支援金等課税額について規定しており、その額について

は、その合計額の限度額を１７万円から１９万円に引き上げるものでございます。 

  また、第２３条第１項におきましては、保険税の軽減に際しての限度額の規定でございま

すが、第２条と同様にそれぞれ引き上げるものであります。 

  また、同条第２号におきましては、５割軽減の判定所得の算定におきまして、被保険者数

等に乗じる金額を２６万円から２６万５，０００円に引き上げるもの。 

  また、第３号の２割軽減の判定所得の算定におきまして、被保険者数に乗じる金額を４７

万円から４８万円に引き上げるものでございます。 

  なお、この改正による本町の被保険者への影響といたしましては、当初予算算定時点で、

限度額超過世帯が医療給付費分では３０世帯が２９世帯に、後期高齢者支援金分では１７世

帯が１６世帯となり、限度額引き上げに伴う保険税の増額分といたしましては、約９０万円

を見込んでいるところでございます。 

  以上、京丹波町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の内容につきまして

の補足説明とさせていただきます。ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（野口久之君） 中尾総務課長。 

○総務課長（中尾達也君） 続きまして、議案第５５号 平成２８年度京丹波町一般会計補正

予算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。 

  平成２８年度京丹波町一般会計補正予算（第１号）では、補正前の額１１５億２，０７０

万円に２，６６８万２，０００円を追加し、補正後の額を１１５億４，７３８万２，０００

円とさせていただくものでございます。 

  それでは、ページをめくっていただきまして、事項別明細書の５ページをごらんいただき

たいと存じます。 

  まず、歳出でございます。 

  １款、総務費、６目、企画費では、総合計画推進事業におきまして、将来にわたる須知高

校の存続が本町のまちづくりにとりまして大変重要であることから、教育支援や人材確保に

つながるため、須知高校振興対策交付金としまして２０万円を計上しております。 



 

－１３－ 

  同じく、森の京都推進事業では、「森のまなび」木育推進モデル事業の中で、京丹波町の

豊富な資源である森を通して、自然の中で生活することの意味や人とのふれあいの意味を学

習し、心豊かな人材の育成を図ることを目的に、木育事業として、京丹波町「森の学び講演

会」を計画し、事業を行います森の学び実行委員会に負担金として６０万円を計上しており

ます。本講演会は、和知地区の小中学校児童生徒と関係者などを対象に開催がされるもので

ございます。講演会の講師には、森林林業の先進地であり、本町と交流のあります北海道下

川町の出身で、スキージャンプ選手の葛西紀明氏の予定となっております。 

  次に、１１目、地域振興事業費、コミュニティ助成事業費では、平成２８年度コミュニテ

ィ助成事業助成金の交付決定を受けまして、質美下村区の公民館新設事業に対する補助金１，

５００万円を計上しております。 

  １４目、地域資源活用推進費、地域資源活用推進事業では、本年度策定に向けて進めてお

ります京丹波町バイオマス産業都市構想の具体化に向けた取り組みとして、地方創生推進交

付金を活用して、家畜ふん尿によるメタン発酵施設の導入可能性調査委託料、及びバイオマ

ス産業都市構想策定委員会の開催経費を含めまして、事業費として４０８万６，０００円を

計上いたしております。 

  １枚めくっていただきまして、６ページをごらんいただきたいと存じます。 

  ６款、農林水産業費、３目、農業振興費、明日の「京都村」づくり事業では、鳥インフル

エンザ発生跡地の活用として、ロケ地誘致事業の一環となるロケ地弁当開発等に係ります施

設整備を行う事業実施主体であります農事組合法人「京丹波ほたるの里」に補助金として、

５６０万円を計上いたしております。 

  １０款、教育費、２目、体育施設費、海洋センター維持管理事業では、和知にありますカ

ヌー艇庫のテラスに手すりの設置と木製の椅子・テーブルの設置、また、カヌー場の案内看

板などの設置費としまして１０１万４，０００円を計上しております。 

  次に、３ページに戻っていただきまして、歳入につきましてご説明させていただきます。 

  １４款、国庫支出金、１目、総務費国庫補助金、地方創生推進交付金は、平成２８年度か

らの地方版総合戦略の本格的な推進に向けまして、地方創生の深化のための新型交付金で、

京丹波町バイオマス産業都市構想の具体化に向けた取り組みを先駆的なプロジェクトとして

交付金の活用を図ろうとするものでありまして、事業費の２分の１を交付金としまして２０

４万３，０００円を計上しております。 

  １５款、府支出金、４目、農林水産業費府補助金では、明日の「京都村」づくり事業に対

する補助金としまして、事業費の２分の１となります府補助金４００万円を計上しておりま
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す。 

  同じく、３項の府委託金、１目、総務費府委託金では、経済センサス調査員等の報酬など

活動経費として、委託金１８万２，０００円を計上いたしております。 

  １８款、繰入金、２目、財政調整基金繰入金では、今回の補正におきまして不足します額

４４５万７，０００円を追加をするものでございます。 

  以上、補足説明とさせていただきます。ご審議いただきまして、ご議決賜りますように、

よろしくお願いいたします。 

○議長（野口久之君） これで、本日の議事日程は全て終了しました。よって、本日は、これ

をもって散会いたします。 

  次の本会議は６月６日に再開しますので、定刻までにご参集ください。ご苦労さまでござ

いました。 

  なお、この後、議員控室におきまして、議会広報特別委員会が開催されますので、委員の

皆さん方はお疲れのところ大変ご苦労さまですが、よろしくお願いをいたします。ご苦労さ

んでございました。 

散会 午前 ９時４０分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。 

 

  京丹波町議会 議  長  野 口 久 之 

 

     〃   署名議員  山 下 靖 夫 

 

     〃   署名議員  原 田 寿賀美 


